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概要
大学教育において，学習管理システム（Learning Management System: LMS）の重要性は広く知られており，
様々な教育機関において利用されている．名古屋大学では Sakaiをベースとした LMSである TACTを運用してい
るが，TACTの前身である NUCT同様に，操作性や可視化性の面で課題がある．本稿では，名古屋大学にてこれら
の課題を解決するべく NUCTの連携システムとして開発した 2つのWebアプリケーション（TATT，TACT-vis）
について，TACTへの対応とともに施した改良と，これらのアプリケーションのログを可視化するために作成した
ツール（Access-vis）について述べる．

1 はじめに
高等教育機関における学習管理システム（Learning

Management System: LMS）は，授業運営の基盤と
して定着し，教材配信，課題・小テスト，成績管理，受
講者・教員間のコミュニケーション等を行う機能を一
元化して提供している．近年，オンライン／ハイブリ
ッド授業の常態化や学習データ活用への期待の高まり
を背景に，LMSの全学導入率は大学規模を問わず増加
傾向にあり，Moodle，Google Classroom，Universal
Passport，Blackboard，独自開発システムなど複数プ
ラットフォームが広く採用されている [1]．
名古屋大学では，LMS として Sakai を利用して
おり，2010年度から 2022年度まで NUCT（Nagoya

University Colaboration and course Tools）として，
2023年度からは TACT（Tokai Academic Combina-
tion Tools）として運用している．図 1に TACTの概
観を示す．NUCT や TACT で見られる Sakai LMS
特有の UIはユーザーにとって扱いづらい点がいくつ
か存在する．まず 1つ目が，ユーザーが受講している
講義が無秩序に並んでおり，目的のサイトがどこにあ
るか探しづらい点である．2つ目は，講義の提出状況
を各講義サイトからしか閲覧することができず，ユー
ザーは自分の未提出課題を一覧で確認することができ
ない点である．
これらの問題点を解決するために，NUCT時代の名

古屋大学にて，NUTTと NUCT-visが開発された [2]．
NUTTは NUCTの課題であった，講義サイトのアク



図1 TACT の概観．赤い枠の中に講義サイトが雑
多に並んでいる．

セス性の低さを解決するために，講義サイトを学期ご
との時間割表の形式に表示するWeb アプリケーショ
ンである．NUCT-visは課題や小テストの提出状況の
可視性に関する Sakai の問題点を解決するために開発
されたWeb アプリケーションである．両アプリケー
ションともに Laravelフレームワークによって実装さ
れている．
しかしながら，運用していく中で，NUTTとNUCT-

vis ともにいくつか問題点が浮き彫りになった．そこ
で名古屋大学にて利用される LMS が NUCT から
TACTに変更されることに伴って，NUTTと NUCT-
vis の認証方法を変更すると共に，NUTT と NUCT-
vis にあった問題点を解決した TATT，TACT-vis を
作成した．また，これらのWeb アプリケーションの
利用状況を簡単に確認するための管理者向けアプリ
ケーションである Access-vis を作成した．本稿では，
TATTと TACT-vis，Access-visについて述べるとと
もに，実際の利用状況についても述べる．

2 利便性向上のための LMS 連携システム:
TATTと TACT-vis

TACTには，依然として NUCTから続く利便性に
おける問題点（講義サイトへのアクセスの悪さ，課題・
小テストの見通しの悪さ）があった．引き続きこれら
の問題点に対処していくために NUTT，NUCT-visの
アップデート版として TATT（Tokai Academic Time
Table），TACT-visを作成した．TATT，TACT-visと
もに，LaravelフレームワークベースのWebアプリケ
ーションとして実装した．

2.1 TATT
TATTの概観を図 2に示す．TATTは NUTTから

の共通の機能として

• 講義サイトの時間割型表示機能
• 講義メモ機能
• オンラインミーティングアイコン表示機能

が実装されており，NUTTからの変更点として

• CAS認証から Shibboleth認証への変更
• 未提出アイコンの表示機能の追加
• e-learning研修一覧表示機能の追加

がある．これらの機能について次節以降で紹介する．
2.1.1 TATTの基本機能

TATT では，TACT 上で無秩序に散らばっている
講義サイトを，年度ごと，学期ごとに時間割表の形式
で表示している．この機能によってユーザーが素早く
目的のサイトに到達することを可能にしている．また，
図 3に示すように，講義サイト名をクリックすること
で，モーダルが開き，そこに講義ごとのプライベート
なメモを保存することができる．メモを保存している
講義は，図 4のように講義名の横の鉛筆アイコンに色
がつくようになっている．メモ欄にMicrosoft Teams，
もしくは Zoomの URLが入力されると，図 5のよう
に講義名の横にアイコンを表示する機能も備わってい
る．この機能によって，オンラインで行われる講義の
リンクをメモに保存しておくとアイコンから簡単にオ
ンライン講義に参加することができるようになって
いる．
2.1.2 NUTTからの追加機能

NUTT からの変更点として，まず CAS 認証から
Shibboleth認証への変更がある．これは全学的な認証
基盤の切り替えに伴うものである．
次に，未提出課題アイコンの追加である講義につい

て 1つでも未提出の課題・小テストがあった場合，講
義名の横に赤い「！」マークを表示するようにした．こ
れによって TATT 上で未提出課題の有無を一目で確
認できるようになり，ユーザーの利便性が向上するこ
とが期待される．未提出アイコンの概観を図 6に示す．
次に e-learning研修一覧機能を作成した．これは名

古屋大学において，毎年度受講すべき e-learning研修



図2 TATTの概観．赤い枠の中に講義名が年度・学
期ごとに時間割表形式で並べられている．青い枠の
箇所には受講しなければならない e-learning研修の
一覧が表示されている．

図3 TATTのメモ機能

図4 TATTのメモアイコン．図上部の「情報ネット
ワーク」ではメモを保存してるため鉛筆アイコンが
濃い青色になっているが，図下部の「データベース
１」ではメモを取っていないため薄い灰色になって
いる．

図5 TATTの Zoom, Teamsアイコン表示機能

図6 未提出アイコンの表示

の増加に伴い，自身の受講状況がわからなくなるこ
とや結果的に受講率が低くなるといった問題に対応
するための機能である．図 2中央部分にあるように，
e-learning研修を実施しているサイトの一覧を表形式
で表示し，研修の最後に実施される小テストに未提出
のものがある場合は赤い文字で「未受講」と表示して
いる．また，この表のトグルはデフォルトでオープン
の状態になっており，TATTを開くとまず目に入るよ
うになっている．この機能によって TATTユーザーは
e-learning研修の受講を忘れないことが期待される．
2.2 TACT-vis

TACT-vis の概観を図 7に示す．TACT-vis は課題
や小テストの提出状況の可視性に関する Sakai の
問題点を解決するために開発された．TACT-vis は
NUCT-visからの共通の機能として，

• 提出/未提出の課題/小テストの一覧表示機能
• 各課題と小テストの提出済みの受講生の割合
を表示

を持ち，NUCT-visからの改良点として

• CAS認証から Shibboleth認証への変更
• 課題を年度・学期毎に分割表示

がある．

図7 TACT-visの概観



2.2.1 TACT-visの基本機能
TACT-visは，ユーザーが今まで受講した講義の課
題・小テストを未提出・提出済みに分けて表示する
Webアプリケーションである．サイト横断での課題・
小テストの一覧表示により，提出漏れの確認を可能に
している．また，図 8各課題・小テストの提出割合及
び日別提出者数推移を表示する．この機能によって，
ユーザー自身の提出状況と他の受講生の提出状況が可
視化され，学生の課題提出のモチベーション維持につ
ながると考えている．

図8 TACT-visの日別提出者数推移グラフ

2.2.2 NUCT-visからの改良点
TACT-visについても，TATTと同様に CAS認証
から Shibboleth 認証への変更がなされている．他に
は，NUCT-visではすべてひとまとめに表示していた
課題群を，年度・学期ごとに分けて表示することにし
た．この機能によってユーザーはいつまでも昔の未提
出課題が表示されることなく，現在の学期の課題に集
中して閲覧することができる．これはパフォーマンス
の面でも，作成するグラフの数を絞ることができるの
で効果的である．ユーザはより高速に，重要度の高い
課題に注意を払うことができるようになったと考える．

3 ログ可視化ツール: Access-vis

TATT，TACT-visの本格運用に伴って，各アプリ
ケーションがどのくらい使われているかを手軽に知り
たいというニーズが発生した．そこで作成されたのが
Access-vis である．Access-vis では，TATT, TACT-
vis の 2 つのアプリケーションについて指定された期
間のアクセス数をグラフで表示する．

3.1 Access-visの機能
Access-vis の概観を図 9に示す．Access-vis では，

TATTと TACT-visのカスタム期間，1週間，1か月
間，6 か月間，1 年間のアクセス数をグラフで表示す
る．各期間はWeb アプリケーション上のタブを切り
替えることで，切り替え可能である．カスタム期間は
図 10のようにカレンダー型の UIから範囲を指定する
ことで，自由に対象期間を指定できる．

図9 Access-vis

図10 Access-visのカスタム期間指定

また，グラフ上のアプリ名をクリックすることで，
そのアプリのグラフの表示/非表示を切り替えること
ができる．図 11では TACT-vis のグラフを非表示に



して，TATTのグラフのみを表示している．この機能
によって，2つのアプリのアクセス数に偏りがある場
合に，アクセス数の少ない方のアプリのアクセス数の
推移等を詳しく見ることができる．

図11 Access-visの表示・非表示切り替え

3.2 実装の詳細
Access-visでアクセス数を表示するために，TATT,

TACT-vis の両アプリにおいて Laravel の Middle-
ware機能で，何らかの APIを叩かれたときに，デー
タベースにその情報を保存するようにした．具体的な
テーブルは

• logs
– id (PK)
– 日付
– アプリ名

のような構成になっている．Access-visでは，このテ
ーブルからアプリごと・日付ごとレコード数を集計し
グラフを作成している．

4 TATT, TACT-visの利用状況
最後に Access-visを用いた TATT，TACT-visの利
用状況の分析を行う．図 12と図 13にアクセスログを
取り始めてからの TATT, TACT-visのアクセス数の
グラフを示す．これら図を見ると，基本的には TATT
よりも TACT-vis のほうがアクセス数が多いことが
分かる．利用者の大半が学生であることを考えると，
学生にとって課題・小テストの提出・未提出を確認
できる TACT-vis のほうがインパクトが大きいこと
が推測できる．また，名古屋大学の長期休暇期間であ
る 2月初頭から 3月末まで，8月初頭から 9月末まで
は，TATT，TACT-visともにアクセス数が減少する
ことが分かる．また，おおよその傾向として，TATT，

TACT-visともにアクセス数は増加傾向にある．

図12 これまでの TATTの利用状況

図13 これまでの TACT-visの利用状況

次に，直近の学期（2025年 4月 - 9月の春学期）に
絞った結果を図 14と図 15に示す．図 14が示すように
TATTの利用は学期始めの 4月前半が一番多いことが
分かる．これは学期が始まり，新しい時間割をまだ覚
えきれていない学生が TATT を通じて確認していた
ことが要因では無いかと推測している．反対に図 15が
示すように TACT-visは課題が出始める 4月半ばから
春学期の最後の課題の締切が集中している 8月半ばま
で満遍なくアクセスされている．また，TACT-visのア
クセス数は 5日間アクセス数が高い日が続いて，次に
2日間アクセス数が低くなるというように周期的に増
減していることが図 15から読み取れる．そこで，2025
年 4 月 13 日から 19 日までの一週間に絞った結果を
図 16に示す．この図から平日はアクセス数が多く，土
日はアクセス数が少ないことが分かる．TACT-visは
特に平日に多く利用されることがわかった．

5 おわりに
本稿では，名古屋大学で利用されている LMSである

TACT の利便性向上のためのシステムである TATT
と TACT-visを紹介し，それらのアクセス数を可視化



図14 2025年春学期の TATTの利用状況

図15 2025年春学期の TACT-visの利用状況

図16 1週間に絞った場合の TACT-visの利用状況

するための Access-visを紹介した．今後は，PWA化
や Push通知機能の追加によって教職員側から学生に
働きかけやすくしていきたいと考えている．
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